
―野菜類―                                        ―すいか― 

 

７．すいか 

・殺菌剤 

ＦRAC 

コード 
薬剤名 使用方法 使用時期 使用回数 備考 

11 アミスター２０フロアブル 散布 収穫前日まで 4 回以内   

M3 アントラコール顆粒水和剤 散布 収穫前日まで 4 回以内   

M4+M1 オキシラン水和剤 散布 収穫 14 日前まで 5 回以内   

24+M1 

（カスガマイシン・銅） 

カスミンボルドー 

カッパーシン水和剤 

散布 収穫前日まで 5 回以内   

M1 キノンドー水和剤４０ 散布 収穫 10 日前まで 5 回以内   

M3 

（マンゼブ） 

ジマンダイセン水和剤 
散布 収穫 7日前まで 7 回以内   

ペンコゼブ水和剤 散布 収穫 7日前まで 7 回以内   

10+2 スミブレンド水和剤 散布 収穫 21 日前まで 5 回以内   

2 スミレックス水和剤 散布 収穫 7日前まで 5 回以内   

M5 ダコニール１０００ 散布 収穫 3日前まで 5 回以内   

M1 ドキリンフロアブル 散布 収穫前日まで 5 回以内  

1 トップジンＭ水和剤 散布 収穫前日まで 5 回以内 
ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁ

ﾙを含む 

1 ベンレート水和剤 散布 収穫前日まで 5 回以内 
ﾍﾞﾉﾐﾙを含

む 

M10 モレスタン水和剤 散布 収穫 3日前まで 5 回以内   

・殺菌剤（参考農薬） 

ＦRAC 

コード 
薬剤名 使用方法 使用時期 使用回数 備考 

11+7 シグナムＷＤＧ 散布 収穫前日まで 3 回以内   

11 ストロビーフロアブル 散布 収穫前日まで 3 回以内   

19 デュアルサイド水和剤 散布 収穫 3日前まで 5 回以内   

50 プロパティフロアブル 散布 収穫前日まで 3 回以内   

M7 ベルクート水和剤 散布 収穫前日まで 4 回以内   

3 マネージ水和剤 散布 収穫前日まで 4 回以内   

・殺虫剤 

ＩRAC 

コード 
薬剤名 使用方法 使用時期 使用回数 備考 

4 アクタラ粒剤５ 植穴処理 定植時 1 回   

4 アドマイヤー水和剤 散布 

収穫 3 日前まで（但

し露地栽培は着果

後） 

3 回以内  

4 アドマイヤー１粒剤 植穴土壌混和 定植時 1 回   

11 エスマルクＤＦ 散布 
発生初期（但し、 

収穫前日まで） 
- 野菜類  

1 エルサン乳剤 散布 収穫 3日前まで 3 回以内   

20 カネマイトフロアブル 散布 収穫前日まで 1 回   

6 コロマイト乳剤 散布 収穫 7日前まで 2 回以内   

21 サンマイトフロアブル 散布 収穫 3日前まで 2 回以内   

33 ダニオーテフロアブル 散布 収穫前日まで 2 回以内  

21 ダニトロンフロアブル 散布 収穫前日まで 1 回   

4 ダントツ水溶剤 散布 収穫前日まで 3 回以内   

4 ダントツ粒剤 植穴処理土壌混和 定植時 1 回   

10 バロックフロアブル 散布 収穫前日まで 2 回以内   

21 ピラニカＥＷ 散布 収穫 3日前まで 1 回   

4 ベストガード水溶剤 散布 収穫 7日前まで 3 回以内   

4 ベストガード粒剤 植穴処理土壌混和 定植時 1 回   

20 マイトコーネフロアブル 散布 収穫前日まで 1 回   



―野菜類―                                        ―すいか― 

 

ＩRAC 

コード 
薬剤名 使用方法 使用時期 使用回数 備考 

3 マブリック水和剤２０ 散布 収穫 3日前まで 2 回以内   
注1） 使用回数はその薬剤の使用回数を記載しており、この他に薬剤に含まれる成分毎に、総使用回数が決められ

ているので、農薬ラベル等を確認してそれを超えないように注意する。ベノミルを含む剤を使用した場合に
は、チオファネートメチルを含む剤を使用しないこと。また、チオファネートメチルを含む剤を使用した場
合には、ベノミルを含む剤を使用しないこと。 

注2） 薬剤抵抗性の出現を防ぐため、「FRACコード」や「IRACコード」を参考にしながら他系統剤とのローテーシ
ョン使用を心掛ける（「薬剤抵抗性管理」参照）。 

注3） 農薬登録上の作物名が標記の作物名と異なる場合、備考欄に記載した。 
注4） 蚕毒・魚毒については、「56．野菜類の総括注意」も参照する。 

 

         病害虫名（Ｆ：菌類病、Ｂ：細菌病、Ｖ：ウイルス病、Ｏ：その他の病原体） 

病害虫名 防除時期 防    除    方    法 注  意  事  項 

つ る 割 病 

（Ｆ） 

は 種 前 

1.土壌消毒及び床土消毒する。薬剤で消毒 

する場合は、土壌消毒の項を参照し、登録

薬剤を用いる。 

1.激発地では、５年以上休栽す

る。 

2.畑の茎葉、敷わらなどは焼却

する。 

3.クロールピクリン、ドロクロ

ールによる土壌消毒は、マル

チ畦内処理による。 

定 植 前 1.抵抗性台木に接木する。 

生 育 期 間 
1.発病株は、早期に抜き取る。 

黒点根腐病 

（Ｆ） 

 は 種  前 
1.土壌消毒する。土壌消毒の項を参照し、登

録薬剤を用いる。 

1.ユウガオ台、トウガン台とも

に発病する。 

2.肥大期になると病勢が急に進

む。 

3.枯死株の根部に黒色小粒点

(子のう殻)を確認することで

本病と診断できる。 

 生 育 期 間 

1.株はていねいに抜き取り、ほ場外に埋却す

る。 

疫  病 

（Ｆ） 

５月下旬 

～７月下旬 

1.畦には、わらを敷くかポリフィルムでマル

チし、泥の跳ね上がりを防ぐ。 

2.低湿地では、排水を図る。 

3.ジマンダイセン水和剤 600 倍液を散布す

る。 

 

菌 核 病 

（Ｆ） 

５月中旬 

～７月中旬 

1.ベンレート水和剤、又はスミレックス水和

剤の 2,000 倍液を散布する。 

1.同一薬剤を連用しない。 

2. ベンレートを使用した場合

には、チオファネートメチルを

含む剤（トップジンＭ等）を使

用しないこと。 

炭 疽 病 

（Ｆ） 

５月中旬 

～７月下旬 

1.発病葉、発病果実は除去する。 

2.アントラコール顆粒水和剤、オキシラン水

和剤の 500 倍液、マンゼブ(ジマンダイセ

ン、ペンコゼブ)水和剤 600 倍液、ダコニ

ール１０００の 700 倍液、キノンドー水和

剤４０の 800 倍液、トップジンＭ水和剤

1,500 倍液のいずれかを散布する。 

1.トップジンＭを使用した場合

には、ベノミルを含む剤（ベ

ンレート等）を使用しないこ

と。 

 

 

つ る 枯 病 

（Ｆ） 

５月中旬 

～７月下旬 

1.アントラコール顆粒水和剤 500 倍液、  

ダコニール１０００の 700 倍液、スミレッ

クス水和剤 1,000 倍液、スミブレンド水和

剤 1,500 倍液、アミスター２０フロアブル

2,000 倍液のいずれかを散布する。 

1.スミレックス、スミブレンド

には、同一成分が含まれてい

るので、ローテーション散布

を行う際注意する。また、い

ずれもアブラナ科野菜にかか

らないようにする（薬害）。 

2.ＱｏＩ剤に関する注意事項

「56.野菜類の総括注意」参

照。 

3.スミブレンドは、アブラナ科

作物、ばら、シクラメンに薬

害を生ずるのでかからないよ

うにする。 



―野菜類―                                        ―すいか― 

 

病害虫名 防除時期 防    除    方    法 注  意  事  項 

うどんこ病 

（ Ｆ ） 

７月下旬 

～８月下旬 

1.モレスタン水和剤 3,000 倍液を散布する。 

［参考農薬］ 

1.ベルクート水和剤 1,000 倍液、マネージ水

和剤 1,000～2,000 倍液、シグナムＷＤＧ、

デュアルサイド水和剤の 2,000 倍液、スト

ロビーフロアブル 2,000～3,000 倍液、プ

ロパティフロアブル4,000倍液のいずれか

を散布する。 

1.薬剤耐性菌の出現を避けるた

め、同一薬剤を連用しない。 

2.ＱｏＩ剤に関する注意事項

「56.野菜類の総括注意」参

照。 

果 実 汚 斑 

細  菌  病 

（Ｂ） 

生 育 期 間 

1.発病が確認された株は直ちに抜き取り、ほ

場外に埋却する。 

2.キノンドー水和剤４０、ドキリンフロアブ 

  ルの 800 倍液、カスガマイシン・銅水和剤

(カスミンボルドー、カッパーシン水和

剤)1,000 倍液のいずれかを散布する。 

1.育苗時、接木ナイフ等の器具

類は、接木する個体毎に 0.5%

次亜塩素酸ナトリウム溶液ま

たはケミクロンＧの 1,000 倍

液に浸漬して消毒する。 

2.発生が確認されたほ場では、

ウリ科作物を作付けしない。 

3.本病は「植物防疫法」の重要

病害虫に指定されており、

発生が疑われた場合は、農業

農村支援センター等関係機関

に報告する。 

 

果実軟腐病 

(Ｂ) 
生 育 期 間 

1.花落ち部等の傷口から病原菌が感染する

ため、病原菌液に触れないように注意  

する。 

1.傷がつかないよう、果実はて

いねいに扱う。 

緑斑モザイ

ク病 

（ＣＧＭＭＶ）

（Ｖ） 

生 育 期 間 

1.必ず、健全種子を用いる。 

2.発病株は、直ちに抜き取る。 

3.残果、残渣の整理を行う。 

 

1.病原ウイルスは、種子伝染、

接触伝染、土壌伝染する。 

2.宿主範囲はウリ科植物に限ら

れる。 

3.被害残渣が、ほ場に残ってい

ると発生が増加する。 

4.接触、刃物により容易に汁液

伝染するので、摘心、摘果作

業時は注意する。 

5.発病果は奇形になり、すいか

では肉質劣変(コンニャク果)

の原因になる。 

アブラムシ類 

(モザイク病) 

定 植 時 

1.シルバーストライプフィルムでマルチ 

する。 

2.アドマイヤー１粒剤は株当り５ｇ(但し３

kg/10a まで)を植穴土壌混和、アクタラ粒

剤５は株当り２ｇを植穴処理、ベストガー

ド粒剤は株当り２ｇ、ダントツ粒剤は株当

り１ｇを植穴処理土壌混和する。 

1.ウイルス感染防止のため発生

初期から防除する。 

2.薬液が、葉裏に十分かかるよ

うに散布する。 

3.マブリックは蚕毒及び魚毒

に、アドマイヤー、ダントツ、

アクタラは蚕毒に特に注意す

る（特別指導事項参照）。 

4.ダントツは、ミツバチ、マル

ハナバチヘの影響に注意す

る。 

5.アドマイヤーは露地栽培につ

いては着果後の使用に限る。 

生 育 期 間 

1.エルサン乳剤、ベストガード水溶剤の

1,000 倍液、アドマイヤー水和剤 2,000 倍

液、ダントツ水溶剤、マブリック水和剤 20

の 4,000 倍液のいずれかを散布する。 



―野菜類―                                        ―すいか― 

 

病害虫名 防除時期 防    除    方    法 注  意  事  項 

ハ ダ ニ 類 生 育 期 間 

1.コロマイト乳剤、サンマイトフロアブル、

マイトコーネフロアブルの 1,000 倍液、カ

ネマイトフロアブル 1,500 倍液、ダニオー

テフロアブル、ダニトロンフロアブル、バ

ロックフロアブル、ピラニカＥＷの 2,000

倍液のいずれかを散布する。 

1.同一剤を多用しない。 

2.薬剤が葉裏に十分かかるよう

に散布する。 

3.コロマイト、バロックは蚕毒

に特に注意する（特別指導事

項参照）。 

4.ダニオーテは銅を含む製剤と

の混用及び近接散布で効果が

低減する恐れがあるため次の

事項に注意する。①銅剤との

混用は避ける。②本剤を散布

した後に銅剤を使用する場合

は 10 日以上散布期間を開け

る。③銅剤を散布した後は本

剤の使用を避ける。 

オオタバコガ 生 育 期 間 

1.エスマルクＤＦの 1,000 倍液を散布する。 1.越冬世代及び第一世代成虫が

産下する卵からの孵化幼虫を

防除対象とするため、防除時

期は６月上旬～７月下旬であ

る。 

2.エスマルクは蚕毒に特に注意

する（特別指導事項参照）。 

ネコブ 

センチュウ 
定 植 前 1.土壌線虫の項を参照する。 

  

 


